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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 国内に供給されている濃厚飼料のほとんどは海外からの輸入に依存しているのが現状である。イネ
ソフトグレインサイレージ（イネＳＧＳ）は栄養価が高いことから、自給濃厚飼料としての利用が考えら
れる。  
 そこで、イネＳＧＳを乳牛に給与し採食性や乳生産性に及ぼす影響を見ることで濃厚飼料の代替え
効果を検討した。 

(1) 乾乳牛の消化試験によるイネＳＧＳのＴＤＮは未破砕で乾物当たり50.6%、破砕で64.2%である。糞
中への子実排泄率は、未破砕で27.6%、破砕で19.1%である(表1)。

(2) イネＳＧＳの濃厚飼料中割合(現物割合)により産乳成績等を検討した結果、濃厚飼料中割合
27.2%(20%区)の生産性が、イネＳＧＳ未給与区と比べ遜色ないことから濃厚飼料中割合25%程度が
妥当であった(図1、表2、3、4)。

(3) 搾乳牛にイネＳＧＳの代替割合として、現物比25%として給与した場合、乳量・乳成分及び飼料摂
取量等はイネＳＧＳ無給与の場合と差はない（図2、3）。

(4) イネＳＧＳは嗜好性についても問題はなく、給与期間中の残飼はほとんどない。

(5)
上記のことから、濃厚飼料の代替えとしてイネＳＧＳを給与する場合は、割合として現物25％程
度、給与量として1日当たり現物で4kg、乾物で2.5kg程度の給与が可能である。

２期待される効果

(1) イネＳＧＳは、濃厚飼料の代替として給与可能である。 

(2) 転作田の活用による自給飼料の生産及び飼料自給率の向上が可能となる。

３適用範囲

 県内全域

４普及上の留意点

(1) イネＳＧＳは麦圧片機械(改良型)による破砕。 

(2) イネＳＧＳは未破砕の場合消化率が下がるので破砕により消化率を高めることが重要。

(3) 給与時には一週間程度の馴致が必要。 
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